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ナ
カ

六
O
九

千
石
を
受
け
、
導
い
で
亦
来
仕
し
、
文
様
三
年
武
蔵
一
昔
は
此
の
附
定
都
ぺ
て
陪
川
河
原
で
あ
っ
た
が
、
前
一
加
賀
藩
に
来
b
仕
へ
、
融
二
千
石
を
袈
ぎ
、
馬
廻
組
一
ナ
ガ
サ
カ
シ
ン
長
坂
新
石
川
郡
富
樫
庄
に
国

守
に
叙
爵
し
、
前
後
増
穂
二
高
三
千
石
に
至
。
、
後
一
回
利
常
の
蟻
坂
井
就
安
に
命
じ
て
悉
く
町
地
と
し
、
-
に
列
L
、
作
事
奉
行
を
経
て
足
騒
頭
に
進
み
、
涯
賃
一
ず
る
郵
務
。
寛
文
十
一
年
非
人
小
屋
に
攻
容
し
で
あ

越
中
増
山
の
守
勝
と
な
り
、
叉
大
器
寺
の
役
に
利
政
一
総
名
を
河
原
町
と
呼
び
、
そ
の
町
筋
三
僚
の
中
央
な
一
二
年
夜
し
た
。
一
っ
た
窮
民
若
干
を
移
し
て
、
長
坂
山
の
箆
に
新
聞
せ

に
従
う
て
鏡
タ
丸
の
攻
撃
に
奥
っ
た
。
麗
長
十
六
年
一
る
を
申
河
原
町
と
い
う
た
o
今
の
片
町
は
即
ち
是
で
一
ナ
カ
グ
ロ
ヒ
デ
モ
ト
中
黒
秀
基
遺
構
六
左
衛
一
し
め
た
に
起
る
o
是
を
以
て
特
に
下
売
で
あ
っ
た

返
老
し
て

E
海
満
州
宗
宇
と
い
ひ
、
養
老
俸
五
千
石
を
一
あ
る
。
事
保
頃
に
は
申
河
原
町
を
単
に
河
原
町
と
審
一
門
。
太
左
衛
門
秀
成
の
嫡
子
で
、
線
千
五
百
.
石
を
襲
一
震
、
邑
民
の
生
計
飽
か
に
、
途
に
大
村
と
な
っ
た
。

受
け
た
が
、
十
九
年
五
十
三
畿
を
以
て
授
。
法
諮
茂
一
い
で
あ
る
。
そ
れ
は
商
方
の
河
原
町
が
阪
に
古
寺
町
一
ぎ
、
像
の
五
百
石
を
弟
入
右
衛
門
秀
芳
に
配
知
し
一
ナ
カ
ザ
カ
マ
チ
中
坂
町
金
棒
の
鶴
町
名
。
小

路

宗

紫

。

一

と

名

を

鶴

じ

た

か

ら

で

あ

ら

う

。

一

た

。

元

様

八

年

そ

の

飛

騨

高

山

に

在

番

し

た

時

は

御

一

・

宜

野

中

坂

の

路

筋

を

い

ふ

。

岡

事

昌

披

問

答

に

載

せ

ナ
カ
ガ
ハ

εツ
タ
ダ
中
川
光
忠
逝
稽
大
隅
。
一
ナ
カ
カ
マ
ヤ
中
釜
屋
能
美
郡
部
の
内
の
小
手
。
一
馬
廻
御
番
顕
で
あ
っ
た
が
、
事
保
十
九
年
隠
居
し
て
一
た
金
樽
町
名
付
に
鍛
坂
町
・
中
坂
町
と
把
し
、
組
登

光
重
の
宋
揚
で
、
そ
の
養
子
と
な
っ
た
も
の
。
初
め
一
ナ
カ
ギ
リ
ノ
リ
タ
ダ
中
吉
敬
忠
遺
構
助
右
衛
一
一
皆
無
と
稽
し
、
ご
十
年
七
十
四
践
を
以
て
残
し
た
。
一
賀
三
州
志
来
凶
紙
質
附
録
に
も
新
坂
町
・
中
坂
町
・
館

前
回
利
政
に
仕
へ
、
後
利
長
に
仕
へ
て
千
五
百
石
を
一
門
・
次
郎
兵
衛
。
初
め
組
外
に
列
し
、
後
定
番
御
馬
廻
一
ナ
カ
ゴ
ホ
日
中
郡
越
中
高
岡
か
ら
富
山
濯
を
一
坂
町
と
記
す
る
が
、
延
賃
金
棒
闘
に
は
ま
だ
そ
の
名

受
け
た
が
、
党
軍
の
退
老
後
そ
の
機
の
中
一
一
品
七
千
一
に
鱒
じ
、
料
紙
事
行
・
能
美
郡
御
代
官
に
隠
任
し
た
一
闘
の
中
部
で
あ
る
と
し
て
近
古
の
方
俗
に
中
部
と
い
一
が
な
か
っ
た
。
今
は
新
坂
町
の
一
部
と
な
っ
て
ゐ
る
。

石
を
捜
ぎ
、
臨
長
十
八
年
致
仕
し
、
京
師
に
現
し
た
。
一
が
、
明
利
八
年
四
局
入
日
低
心
し
た
養
子
次
右
衛
門
一
う
た
が
、
闘
よ
り
俗
穏
で
匝
域
は
確
定
せ
ぬ
。
加
賀
一
ナ
ガ
サ
カ
ヤ
マ
長
坂
山
鳳
軍
部
石
休
場
の
部

そ
の
致
仕
し
た
の
は
、
光
忠
の
室
は
利
家
の
女
稿
純
一
の
織
に
殺
智
せ
ら
れ
、
次
右
衛
門
も
亦
即
座
に
自
書
一
滞
に
な
っ
て
は
氷
見
庄
以
外
の
射
水
郡
を
中
部
と
い
一
一
訴
か
ら
東
南
に
常
る
山
。
高
さ
四
二
七
米
。
地
質
卸

で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
離
別
し
た
鑓
で
あ
る
と
い
は
一
し
た
。
時
に
七
十
八
歳
。
一
う
た
。
ハ
併
し
悶
本
陸
雲
の
末
森
記
に
は
、
射
水
郡
金
一
石
安
山
岩
。

れ
る
o
光
忠
は
側
室
に
三
子
を
暴
げ
た
が
、
そ
の
長
一
ナ
カ
グ
チ
ダ
イ
中
ロ
壷
金
棒
の
城
下
の
内
、
一
部
を
き
し
て
中
部
と
し
て
ゐ
る

3
寛
文
中
に
歪
り
氷
一
ナ
ガ
サ
キ
長
崎
能
美
郡
板
様
郷
に
鴎
ず
る
部

嫡
を
光
重
の
女
の
嫁
し
た
櫛
谷
信
機
守
守
孝
の
養
子
一
大
手
町
・
商
町
・
十
閥
町
・
中
町
・
陵
町
等
を
鶴
稽
し
て
一
見
庄
と
中
部
と
を
合
は
せ
て
射
水
郡
に
改
め
、
明
治
一
一
帯
。

と
な
し
た
。
後
に
柳
谷
式
部
元
易
と
い
は
れ
る
も
の
一
巾
口
又
は
中
口
援
と
い
ふ
こ
と
が
あ
っ
た
。
霊
は
庖
一
廿
九
年
改
め
て
射
水
郡
か
ら
氷
見
郡
を
分
立
せ
し
め
一
ナ
ガ
サ
キ
長
崎
鹿
島
都
能
鷲
烏
庄
に
鴎
す
る

是

で

あ

る

。

一

成

の

義

で

あ

る

。

一

た

。

一

部

務

。

ナ
カ
ガ
ハ
ヨ
日
夕
ダ
中
川
寄
忠
沼
構
多
仲
・
八
一
ナ
カ
グ
ミ
中
組
関
至
郡
笛
自
の
内
の
小
手
。
一
ナ
カ
ザ
イ
中
蔚
鳳
至
郡
上
町
野
郷
に
屈
す
る
一
ナ
ガ
ザ
キ
ホ
長
崎
保
能
美
郡
に
在
っ
た
o
東

郎
右
衛
門
。
突
は
長
俗
。
貸
勝
七
年
越
知
五
千
石
を
一
ナ
カ
グ
ミ
中
組

J
チ
ユ
ウ
グ
ミ
中
組
。
一
部
務
。
元
践
の
郷
村
名
義
抄
に
、
普
は
紳
和
佳
の
う
一
寺
の
承
和
九
年
の
文
書
に
は
加
賀
同
長
前
保
と
あ

製
ぎ
、
定
火
消
・
寺
枇
奉
行
・
会
事
掲
奉
行
に
陵
任
一
・
ナ
カ
グ
ロ
ヒ
デ
ア
日
中
黒
秀
有
山
城
の
人
。
一
ち
に
山
本
方
と
中
務
方
が
あ
っ
た
の
を
、
元
和
六
年
一

b
、
北
野
跡
枇
の
長
旅
二
年
の
文
書
に
は
長
崎
保
に

し
、
天
明
五
年
授
。
一
一
文
は
粥
兵
衛
。
秀
有
は
掘
調
右
衛
門
又
は
弼
兵
衛
と
稽
一
に
中
務
方
を
分
離
し
た
も
の
で
あ
る
と
。
一
作
っ
て
、
そ
れ
ら
寺
祉
の
領
地
が
あ
っ
た
。
叉
親
長

ナ
カ
ガ
ハ
ラ
中
川
原
鹿
島
郡
凶
分
の
内
の
小
一

L
、
晩
年
遊
館
と
製
し
た
。
初
め
加
藤
貞
務
に
仕
へ
、
一
ナ
カ
サ
イ
ガ
ハ
中
癒
川
鳳
至
郡
に
在
る
。
申
一
記
文
明
九
年
九
周
の
文
書
に
は
法
勝
寺
領
が
あ
っ
た

字
。
ド
一
次
い
で
お
川
忠
総
に
縛
じ
て
大
坂
の
役
に
従
ひ
、
又
一
婦
と
瀞
和
佳
と
の
入
合
領
山
か
ら
流
出
し
、
天
坂
で
一
如
く
に
見
え
る
。
後
世
長
崎
村
が
あ
る
。

ナ
カ
力
ハ
-
ヲ
ゴ
ウ
中
河
原
郷
元
隊
三
年
三
周
一
一
庖
士
と
な
っ
て
そ
の
子
秀
成
と
共
に
島
原
の
役
に
筑
一
二
叉
川
に
落
合
ふ
C

務
合
ま
で
の
流
棋
四
粁
五
許
。
一
ナ
ガ
サ
キ
ホ
長
前
保

4
ナ
ガ
.
サ
キ
ホ
長
崎

金
棒
古
寺
町
縞
議
院
空
隙
の
筆
記
し
た
小
橋
天
紳
同
一
前
縞
附
侯
黒
削
忠
之
の
陣
に
怒
り
、
高
治
元
年
前
回
一
ナ
カ
ザ
カ
中
援
金
海
小
立
野
な
る
嫁
坂
と
新
一
保
。

来
替
に
、
『
元
来
首
位
氏
子
地
と
申
す
は
、
香
林
坊
の
一
綱
紀
に
仕
へ
て
二
千
石
を
賜
は
っ
た
o
寛
文
一
元
年
退
一
坂
と
の
中
間
な
る
坂
道
で
あ
る
か
ら
こ
の
名
が
あ
一
ナ
ガ
ザ
ダ
イ
ク
ン
シ
ョ
ウ
示
貞
遺
制
抄
一
名

小

橋

よ

り

才

川

締

・

古

寺

町

近

郷

は

、

往

古

河

原

に

一

老

し

、

六

年

隠

居

料

二

十

人

技

持

を

受

け

、

十

一

年

一

る

。

一

を

自

修

若

枇

老

製

術

担

と

い


